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【定例活動報告】 
　年々、秋が短くなるように感じているのはわたしだけでしょうか。 
　ついこの間までTシャツなどの軽装でしたが、12月も半ばになると冷え
込みも強くなり、ダウンジャケットのお世話になっています。相模の森も
季節の歩みを止めずに、すでに紅葉から落葉へと変わっています。 
　私事ですが、２１世紀になりたてのころ、環境問題にかかわる部署で仕
事をしていました。本会を知ったのもそのころです。『サステイナブル・
ディベロップメント』が声高に叫ばれ、企業は次々とISO14000の認証を
取りに行っていました。当時も温暖化や気候変動は取り上げられていまし
たが、どちらかというと“気候”という地球規模の変化はゆっくりと進むた
めに体感しづらいものと言われていました。それからおよそ四半世紀、幸か不
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幸か、気候の変化を酷暑や豪雨などなど、日常で感じるようになりました。 
　46億年の地球の歴史を1年に置き換えると、人類誕生は大晦日の午後11時37分だといわれています。四
半世紀などという時間はまさに“刹那“です。ただ刹那も、地球の歴史の一部。起きている変化をどう受け
止め、何か行動するのか、しないのか。刹那を生きるわれわれ一人ひとりに与えられた課題のような気が
します。 

粟田　浩史（本会、理事） 

【定例活動報告】知足の森 

　第１日曜日の活動では、
午前中は３チーム、午後は
２チームで間伐を行いまし
た。午前中、木を倒すため
にロープで引っ張っていた
とき、こちら側に倒れてき
て、足場が悪かったため逃
げることもできず一瞬死ん
だかと思いました。倒れる
ところが少しずれてくれた
おかげで、死ぬことはまぬ
がれました。しかし、今
後、このようなことが一切
おきないように、倒す方向
と引っ張る場所決めと受け
口は慎重に行おうと思いま
す。間伐の危なさを改めて肌で感じることができたという点で、いい経験でした。ところで、今回はくさ
びを打って倒すことに挑戦しました。受け口をいっぱい切らないといけないので大変でした。しかも、う
まく倒れなかったので、まだまだ経験を積む必要があると思いました。また、今回はチルホールも駆使し
て倒しました。改めて、チルホールの力強さを知りました。 
　午後の間伐が終わり、宮村先生に「石井さんが焼き芋作ってくれているらしいから、行って食べてから
帰るといいよ。」と言っていたので、行ったら、とても歓迎された後、ニンニク植えの手伝いをして、そ
の後にバーベキューが始まりました。焼き芋は、芋を輪切りにしたものを炭火で焼いたものでした。見た
目はあれでしたが、とても甘くて美味しかったです。焼き芋以外ではソーセージや焼き鳥をごちそうにな
りました。あと、大根の葉っぱの部分を生で頂きました。ただの草でした。私たちから少し離れたところ
で、３人のおじいさんが大根の葉っぱの部分をむしゃむしゃ食べていました。どんな感情だったのか気に
なります。そのうちのお一人がカメラを持ってやってきて、集合写真をとろうと提案されたので、それら
しく並び、「ハイ、チーズ」を待っていたところ、かけられた言葉は「ハッピー・・・。」。・・・のと
ころを私たちが言って写真を撮る雰囲気でした。一体、何を言うのが正解だったのでしょう。気になりま
す。今日はいろんなことがあり、とても充実していました。とても楽しかったです。 

小林　健晟（GTE LAB 中学２年男子） 
　第３日曜日の活動では、いつもの中学生ご一行は試験前ということで参加はなく（厳密には森に来なさ
すぎて活動メンバーから除名されそうになったので来たという２名を除く）、ちょうど早稲田大学の思惟
の森の会のメンバーが参加してくれました。大学生主体ということで、いつもと同じく３チームで間伐に
取り組みましたがいつもより太い木に挑戦することにし、大人にやる気満々で取り組みました。さすがの
大学生でロープを引く力もタイミングもバッチリで２本は順調に倒れ、ついに３本目というところで、こ
こ数年でいちばんの掛り木になってしまいました。これはなかなかの強敵で、かつ、胸高直径が30センチ
はあったので、チルホールを使いながら少し短くしては引っ張ってを繰り返しても抜けてくれませんでし
た。そのうち、500kgのチルホールの限界を超え、ピンが抜けてしまいお昼休みに。午後から精鋭のみが
活動を継続し、750kgのチルホールで無事引っかかっている枝の根本から引き抜けました。いつもより大
物に挑戦するのでチルホールも大きい方、で解決したと思うと木を切り始めるまでの準備が重要、と間伐
を始めた頃に教わったことを思い出した1日でした　　　　　　　　　　宮村　連理（本会、副理事長） 
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桜井尚武の 

森のコラム　 

　マメ科の落葉木本のつる植物。高さは1
～2m、丈夫で鋭い逆刺を生やした枝
（蔓）を四方に長く伸ばします。葉は長さ
20～40cmで2回偶数羽状複葉、葉軸にも
逆刺を生じます（図1、図2）。私は偶数羽
状複葉が1つの小葉と思ったのですが丁寧
にみると対生位置に付いている小葉は2回
目の分枝の複葉であり、図1の左上の葉全
体が2回偶数羽状複葉の1枚の葉というこ
とでした。 
　4～6月に鮮黄色の花を20～30㎝の総
状花序に着けます（図3）。豆果は楕円形
で7～10㎝程度、夏季には大きくなりそ
の後種子は茶色に熟します（図4）。 
　分布は山形、宮城県以西の本州・四
国・九州・沖縄で山地や河原などの陽地
によく出現するといいます。奇麗な黄色
の大きな花穂が集団で咲くためつい近づ
きたくなりますが、近づき過ぎるとこの
鋭い逆刺に捕らわれてひどい目にあうこ
とになります。 
　中国名は雲実（うんじつ）といい、生
薬（しょうやく）名も雲実です。解熱、下
痢止め、咳やのどの痛み、腰痛など身体痛
に効果があるそうです。この植物は古代に
中国から持ち込まれたものが逸出し帰化植
物となったものという見解もあるそうで
す。 
　2025年の干支の動物は蛇（へび）です。
この幹が太く成長すると逆刺も重厚になり
（図5）、これが相互に絡みあったりして
人をはじめ他の生物が入れないような藪を
作ることから「蛇結茨」という名を付けら
れたそうです。この藪の中に宝物を隠すと

取り出すのも難しくなりそうです
からお金がたまるというヘビの
年の植物には打って付けではない
でしょうか。 　   

桜井　尚武（本会、会員） 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「ジャケツイバラ 
(Caesalpinia decapetala 

var. japonica)  」 

図4　ジャケツイバラ豆果 

20240706 科博実験植物園つくば  

図1　ジャケツイバラ 

20240503 

科博つくば実験植物園つくば  

図2　ジャケツイバラの逆刺 

20240706 科博実験植物園つくば  

図3　ジャケツイバラ 

20240503 科博実験植物園つくば  

図5　やや重厚になった刺 

20241214 科博実験植物園つくば  
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【活動報告】 
東海大高輪台高校 
SSH森林実習実施しました 

　毎年恒例となっております、同校のスーパーサ
イエンスハイスクール事業での森林実習を行いま
した。事前２時間を学校で実施し、当日を迎えま
した。参加した生徒の感想をご紹介します。 

　人生で初めて森の中でちゃんとした木を切っ
た。他はどうか知らないが山の角度がとにかく急
であり、常に危険を感じていた。特に測量の時は
何回か本気で死んでしまうのではないかと焦っ
た。木を切るときはしっかりと力を入れて切らね
ばならず不安定で足場でやるには少しやりづら
かった。あの大きな木を何個も切ると何時間かかるのかとても気
になった。 
　相模湖森林実習では、自然の中で実際に体験しながら学べる貴
重な機会でした。森林の保全や生態系の重要性について深く理解
でき、実習を通じて環境問題への関心が高まりました。特に、
木々の種類や特徴を学びながら、自然とのつながりを感じること
ができました。また、チームで協力して活動することができ、仲間
との絆も深まりました。今後の学びに活かしていきたいと感じま
した。 

　SSHの活動では探究テーマを決める、ということがあるので森
をテーマにしてくれる生徒が出ることを期待しています。 
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参加にあたって：

初参加者は、9時15分までに
JR相模湖駅前に集合です。服
装、持ち物については、汚れ
ても良い服装、着替え、滑ら
ない靴　成るべく皮製手袋、
万一の怪我に備えて保険証、
飲料水、主食、昼食 

危機管理・救急対応：


危険管理・救急体制・森林ボ
ランテイア保険の準備の他、
会として可能な限りの体制を
敷いていますが「怪我・事故
は、自己責任」です。 

NPO法人 
緑のダム北相模 
名称：特定非営利活動法人　緑のダム北相模 
現地事務局：〒252-0172　相模原市緑区与瀬本町12　かどや食堂内 
支援団体：セブン-イレブン記念財団 
　　　　　積水ハウスマッチングプログラム、国土緑化推進機構 
　　　　　パタゴニア 
協働団体：神奈川県、相模原市、麻布大学、マルモ出版、 
　　　　　東京学芸大学環境教育研究センター、 
            （社）東京学芸大EXPLAYGROUND推進機構、 
　　　　（社）さがみ湖 森・モノづくり研究所
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